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地域社会の正しい発展を目指した組織である我々の認知度は未だに低く、これまで以上

に組織に対する周囲からの認知と信頼による活動の質向上とその魅力を広く伝えていくこ

とが重要となっております。社会的信用に繋がるガバナンスが強化された盤石な運営基盤

の中で、多くのメンバーが活動する安定した運営と個々の成長の機会を活かした知識の底

上げやあたらしいアイディアを取り入れたより共感を得られる活動を行う必要があります。 

まずは、これまでの歴史が連綿と紡がれ、年毎に質を向上し続けられる組織となるため

に、厳粛な総会の場に於いて議決権を行使し、昨年度の事業構築や活動に託された想いを

確りと継承することで、統一された意思を根底にもった人材の可能性を最大化できる組織

となります。そして、対外から模範とされる強靱な組織運営を継続的に発展させていくた

めに、これまでの規律ある厳粛な総会を維持することに加えて、おもてなしを意識した事

業を開催し、来訪者に対して感謝を行動で示すことで、関係諸団体とより強固な友好関係

が築かれ、我々やＬＯＭに対する信頼がより向上されます。さらに、地域発展により寄与

できる組織となるために、諸大会の事業や魅力を事前に共有し、個々の課題に合った知恵

や経験を学ぶ機会をメンバーへ積極的に提供し参加促進することで、地域にインパクトを

与えられる人材となります。また、地域から更に認知され信頼を得られる組織となるため

に、各会議体や各委員会と連携を行い、動画を多用しターゲットを意識したＳＮＳ等の広

報を戦略的に行うことで、ＬＯＭのブランディングされた運動が地域に広く浸透されます。 

強固な組織運営を基盤に展開された活動は、広い視野で学んだ我々の知識とともに質が

高まり、最大限まで効果が高まる運営が確立された我々はインパクトのある運動から効果

的な発信によってファンが増え続け、住み暮らす地域を牽引する魅力的な組織となります。 

 

＜事業計画＞ 

  １．想いを継承し意思を統一する総会の運営 

  ２．厳粛さとおもてなしを意識した総会の運営 

３．学びのある諸大会への参加促進 

  ４．繋がりを意識したファン作り 


